
 

 

  

 

 

 

 人間の潜在意識がテーマである。見えない世界が見える世界を支配する。自分でも気付かない潜在世界

を認識し、その中に潜む計り知れないエネルギーを、現実の世界で生かせないか、これが今回のテーマで

ある。 

              潜在意識をゆさぶる広告 
 
 1957年、米国ニュージャージー州の映画館で上映された映画「ピクニック」のフイルムに、「コーラを

飲め」「ポップコーンを食べろ」のメッセージが写ったコマを、5 分ごとに繰り返し挿入し、売り上げに

影響があるかを測定した実験で知られる。 

 肉眼でははっきり見えないが、心の目が反応して自然に潜在意識の中にメッセージが植え付けられてし

まう、という恐ろしい広告の手法なのである。現在この広告手法は法律で禁止されている。 

 

              植え付け インセプション 
 
 2010 年制作米国映画「インセプション」は、今回のテーマに打って付けの事例である。クリストファ

ー・ノーラン監督、レオナルド・デカプリオ、渡辺謙が出演するこのストーリーは、人の潜在意識を操る

プロが、ある“アイデア”を他人の潜在意識に植え付け、大企業を支配しようとす

るSF映画である。 
 
 この映画のポイントは、自分で創り出す広大な夢の世界（潜在意識の世界）もま

た、ちゃんとした現実性をもった世界であること。本来無意識に潜在世界に植え付

けられる種を、意図的に他人の心に植え付けるという芸当をやり遂げる。これがも

し可能なら、意識的に自らの潜在意識に、自分が望む種を植え付けることもできる

のではないか、という学びである。 

 

       戦後のインセプション 
 
 「物は大きい方がいい」「多くもっていることが幸せ」「自由＝個人主義」、これらが戦後、大衆の潜在

意識に植え付けられたものであった。団塊の世代は、このインセプションに振り回され、競争で明け暮れ

た。個人主義は、ネバネバした人間関係を断ち切り、俺、俺、のやり方でやっていくことができた。結果

はどうか。肩書きがなくなると、誰も近づかなくなり、お一人さまの老後がまっている？！ 

  

 でも大丈夫。いったん植え込まれた“種”も、植え替えることは可能である。望まない種は取り除き、

“望む種”を植え替える作業は、しっかりと自らの潜在世界を観察し、意識をもって無意識世界に立ち向

かうことである。 
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